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1936大を押さえて2位というデビューを飾った。

　11月15日に行われた最終日（専大－慶大、早大

－明大）は、優勝を決める試合だということもあ

り、会場には1,000人の観客が詰めかけた。当時は

東京六大学野球も神宮球場に満員の観客を集めて

行われており、現在では考えられないほど学生ス

ポーツが注目されていた。

　12月5～ 6日に全日本選手権が明大体育館と東

京YMCAで行われ、ベルリン・オリンピック帰りの

ライト級・風間栄一が第1回大会から3連覇を達成

したほか、同オリンピック代表のフェザー級・吉岡

秀市、ウエルター級・増富省一らが優勝。フライ級

は倉恒敏匡（明大）、バンタム級は石井勝郎（専大）、

◆この年の主な出来事

 1月 江戸川乱歩の連載「怪人二十面相」はじまる 
 2月 二・二六事件
 5月 阿部定事件
 8月 「前畑ガンバレ」の前畑秀子をはじめベルリ

ン・オリンピックで6個の金メダルを獲得
 11月 国会議事堂落成
  日独防共協定

ベルリン入りし、練習する日本チーム（提供＝毎日新聞） 前年、欧州遠征に出発した時のレスリング代表選手団
（提供＝毎日新聞）

階級 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 順位

56kg級 丹波　幸次郎
（早大OB）

● 判定
コザックス
（英国）

● 判定
Cakiryildiz, Ahmet
（トルコ）

ー

61kg級 水谷　光三
（明　大）

○ 判定
スピーヘル
（スイス）

BYE
● フォール

Pettigrew, John Vernon
（カナダ）

○ 判定
Joensson, Goesta
（スウェーデン）

6位

66kg級 風間　栄一
（早　大）

○ フォール 
ブラドッグ

（チェコスロバキア）

○ 判定
トーツ

（エストニア）

● フォール
Ehrl, Wolfgang
（ドイツ）

○ 判定 
Strong, Harley DeWitt

（米国）
注

72kg級 増富　省一
（早　大）

● 判定
Fox, W.
（英国）

● フォール
Jourlin, Jean
（フランス）

ー

階級 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 順位

56kg級 吉岡　秀市
（早大OB）

BYE
● 判定

Karlsson, Einar
（スウェーデン）

● フォール
Enkan, Yasar
（トルコ）

ー

【フリースタイル】

【グレコローマン】

ミドル級は豊田清（明大）の若手が優勝し、新戦力

が育っている現状が示された。ミドル級は早大在

籍のボロビヨフが優勝した。

ベルリン・オリンピック　日本選手成績
1936年 8月1日～16日　ドイツ・ベルリン

1936

（昭和11年）1936

ベルリン・オリンピックで
水谷光三と風間栄一が上位入賞

　2・26事件が起き、日本の政治が混乱した年だが、

日本レスリング界は8月のベルリン・オリンピック

へ向けて力を注いだ。

　2月8日に早大道場でオリンピック派遣第二次候

補決定試合が行われ、8人の代表選手と2人の補欠

選手を決め、3月の合宿での練習内容では補欠選手

を昇格させることもあるとした。

　この後、日本体育協会の決定によってレスリン

グの派遣枠が5選手となり、5月20日、大日本アマ

チュアレスリング協会の理事会によって、下記の5

選手に絞り、役員とともにベルリン・オリンピック

代表チームが決まった。

【役員】

◇監督　　　　　山本千春（早大OB）

◇コーチ　　　　八田一朗（早大OB）

◇マネジャー　　林　正平（早大）

【フリースタイル】

◇バンタム級　　丹波幸次郎（早大）

◇フェザー級　　水谷光三（明大）

◇ライト級　　　風間栄一（早大）

◇ウエルター級　増富省一（早大）

【グレコローマン】

◇フェザー級　　吉岡秀市（明大）

オリンピック後にも欧州を転戦

　山本千春監督以下、5人の選手は7月にシベリア

鉄道経由でドイツ入りし、大会前の1ヵ月間、地元

の警察署内のジムで練習。国際経験を積んで大会

に臨む機会を得ることができた。

　結果はフェザー級の水谷が6位に入賞し、ライト

級の風間が4回戦まで進んだ。前回大会からわず

かながらも前進を見せた。

　風間の記録は長いこと「5位」とされてきたが、正

確な記録ではない。国際レスリング連盟（FILA）

の記録にも、風間の「5位」は記載されていない。当

時の試合方式はバッドマーク方式と呼ばれ、持ち

点「5」からスタート。試合内容によって減点され、

持ち点が「0」になると失格となるシステムだった。

風間は4回戦で米国選手に判定勝ちしたものの、相

手にポイントを取られているので減点1となり、こ

の段階で持ち点が「0」となって失格。相手の選手

は負けてもまだ持ち点があったため、次の試合へ

進んだ。

　この選手が5位へ。5位の選手に勝ったというこ

とで、「5位」として伝わったらしい。八田一朗コー

チの報告でも「オフィシャルな記録ではないが」と

記載している。それでも、外国3選手に勝った事実

は、日本のレスリングが世界に通じるまでに成長

したことを証明した結果だった。

　日本チームはオリンピック後、ドイツと英国で

本場のレスリングを学び、9月18日に船で帰国の

途についた（11月1日帰国）。

4大学リーグ戦の最終日は
満員（約1,000人）の観客

　国内のレスリング界もいっそう盛んになった。5

月には関東学生レスリング連盟が発足し、日本レ

スリング協会とは別組織として大学レスリングの

大会を運営することになった。

　前年、早慶明の3大学で行われた対抗戦に専大が

加わり、10月から11月にかけて東京YMCAで4大

学対抗戦が開催された。優勝は明大。早大は風間、

丹波のベルリン・オリンピック出場組が不出場に

加え、新興の専大相手に選手を温存して敗れる不

覚もあって3位へ。創部間もない専大が早大と慶 ※階級はkgで表示。当時の日本での呼称は、56＝バンタム級、61＝フェザー級、66＝ライト級、72＝ウエルター級

注 ： 風間栄一の順位について、日本では「5 位」と報じられているものの国際レスリング連盟のデータベースの順位では6位に入っていない。
　　米国選手が5 位であり、その選手を破っている風間が「5位の力はある」とされたものが、順位として伝わったものと思われる。


